


本日の内容

● 緊急事態宣言下の子供たちの健康と生活の質 （国立成育医療研究センター報告書より）

● 子供たちの体験機会の逸失 （当機構調査結果より）

● 子供の頃の体験が成長に及ぼす影響 （当機構調査結果より）

● 発達段階に応じた体験の重要性 （当機構調査結果より）



● 緊急事態宣言下の子供たちの健康と生活の質 （国立成育医療研究センター報告書より）

「コロナ×こどもアンケート第二回調査報告書」（2020年8月18日公表）

・ 実施主体：国立成育医療研究センター「コロナ×こども本部」
・ 調査期間： 2020年6月15日から7月26日
・ 調査対象：子供981名、保護者5791名の計6772名
・ ウェブサイトで公開中。

https://www.ncchd.go.jp/center/activity/covid19_kodomo/report/CxC2_finrepo_20200817_3MH.pdf

①身体的健康は、こどもの回答・保護者の回答いずれも、すべての年齢群で、
第一回調査結果よりも QOL の平均点が低下している。 （p.27）

②何らかのストレス反応を呈しているこどもが72%（第１回調査では75％）。また、
こころに 何らかの負担を感じている保護者が63％（第１回調査では62％）。 （p.34）

③自由記述回答から見える子供達や保護者達の悩み。

本報告書から読みとる３つのポイント



● 緊急事態宣言下の子供たちの健康と生活の質 （国立成育医療研究センター報告書より）

①身体的健康は、こどもの回答・保護者の回答いずれも、すべての年齢群で、
第一回調査結果よりも QOL の平均点が低下している。 （p.27）



● 緊急事態宣言下の子供たちの健康と生活の質 （国立成育医療研究センター報告書より）

②何らかのストレス反応を呈しているこどもが72%（第１回調査では75％）。また、
こころに 何らかの負担を感じている保護者が63％（第１回調査では62％）。 （p.34）



● 緊急事態宣言下の子供たちの健康と生活の質 （国立成育医療研究センター報告書より）

③自由記述回答から見える子供達や保護者達の悩み。

子供
・コロナのことを考えると寝ながら少し泣いてしまう
・せんせいがこわいですともだちとあそぶとおこられます.
・きゅうしょくを、もっとたのしくたべたいです。
・かぞくがコロナで死なないか心配、学校に行きたくない
・お出かけできないのがちょっとさみしいです。

保護者
・テレビを見る時間が増えたので、絵を描いたり工作したり手を動かす時間が減ってしまった。
・自粛前と比べ体力が落ち散歩も長い距離歩けなくなっている印象です。
・休校が約 3 ヶ月続いたので体力が落ちたようで、毎日疲れて帰ってくるのが心配。
就寝時間を早めたりしているが、いまだにへとへとになって帰ってくる。
・学校行事や部活の大会が全て中止になり楽しみや張り合いを無くしてしまっている。
やる気を無くしている感じがする。
・家にこもりきりの生活で、子供の発達に悪影響はないのか。
・子どもの安全を守りたいですが、休校や外出自粛、学校再開でも規制が多い状態が続いていて、
心身の発達が保障されないのではないかと心配だし、どの程度、活動を再開していいものか、
悩みます。



● 子供たちの体験機会の逸失 （当機構調査結果より）

「新型コロナウイルス感染症流行下における公立青少年教育施設の運営に関する現状調査」
（2020年6月公表）

・ 実施主体：国立青少年教育振興機構
・ 調査期間： 2020年4月27日（月）～5月12日（火）16日間（2020年4月27日時点の状況）
・ 調査対象：公立青少年教育施設のうち467施設（回収数267施設：回答率57.1%）
・ ウェブサイトで公開中。

http://www.niye.go.jp/kenkyu_houkoku/contents/detail/i/146/

①全国の公立青少年教育施設利用予定者がキャンセルになった利用者数は
106万人（p.p.5-6）

②４～８月の主催事業を一部中止又は予定を変更して実施する施設は６割超。 （p.7）

③新たに始めた取組の7割弱は、SNSやホームページでの動画配信・情報提供。（p.12）

本報告書から読みとる３つのポイント
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①全国の公立青少年教育施設利用予定者がキャンセルになった利用者数は106万人



● 子供たちの体験機会の逸失 （当機構調査結果より）

②４～８月の主催事業を一部中止又は予定を変更して実施する施設は６割超。 （p.7）



● 子供たちの体験機会の逸失 （当機構調査結果より）

③新たに始めた取組の7割弱は、SNSやホームページでの動画配信・情報提供。（p.12）



● 子供の頃の体験が成長に及ぼす影響 （当機構調査結果より）

「子供の頃の体験がはぐくむ力とその成果に関する調査研究」（2018年3月公表）

・ 実施主体：国立青少年教育振興機構
・ 調査期間：平成28年10月4日（火）～10月6日（木） 3日間
・ 調査対象：全国の20代～60代の男女、5,000人（各年代で男女各500人）
・ ウェブサイトで公開中。

http://www.niye.go.jp/kenkyu_houkoku/contents/detail/i/117/

②体験の質。子供の頃、家族との愛情・絆を強く感じていた人、遊びの熱中度が高
かった人ほど社会を生き抜く資質・能力が高い傾向

③人間関係。子供の頃、親や先生、近所の人とのかかわりが多かったひとほど社会
を生き抜く資質・能力が高い傾向

本報告書から読みとる３つのポイント

①体験の多寡。子供の頃、家族行事やお手伝い、友達との外遊びや自然の中での
遊び、部活動を良くしていた人ほど社会を生き抜く資質・能力が高い傾向



● 子供の頃の体験が成長に及ぼす影響 （当機構調査結果より）

「複雑で予測困難な社会であるからこそ、変化を前向きに受け止め、社会や人生、生活を人間ならで
はの感性を働かせてより豊かなものにすることや、複雑化・多様化した現代社会の課題に対して、主
体的な学びや多様な人々との協働を通じ、その課題解決につながる新たな価値観や行動を生み出す
こと等」（「教育振興基本計画」、平成30年6月閣議決定）

「社会を生き抜く力」＝いわゆる非認知的能力（学力テストでは測れないもの）

「社会を生き抜く力」を構成する「社会を生き抜く資質・能力」



● 子供の頃の体験が成長に及ぼす影響 （当機構調査結果より）

「社会を生き抜く力」＝いわゆる非認知的能力（学力テストでは測れないもの）

区分を構成する項目に対する回答を得点化（とても思う 4 点～まったく思わない 1 点）し、各質問項目の合計得点を項目数で除して算出した平均値をもとに各区分の合成変数
を作成。合成変数の平均値(M)及び標準偏差(SD)を算出し、それらを基準に「高群」 (M＋SD÷2)「中群」(M-SD÷2 以上M＋SD÷2 未満)「低群」(M-SD÷2)に分類。



● 子供の頃の体験が成長に及ぼす影響 （当機構調査結果より）

①体験の多寡。子供の頃、家族行事やお手伝い、友達との外遊びや自然の中での
遊び、部活動を良くしていた人ほど社会を生き抜く資質・能力が高い傾向

分析例

※ その他の項目×自己肯定感／意欲／コミュニケーション力 でも同様の傾向



● 子供の頃の体験が成長に及ぼす影響 （当機構調査結果より）

分析例

※ その他の項目×へこたれない力／自己肯定感／意欲／コミュニケーション力
でも同様の傾向

②体験の質。子供の頃、家族との愛情・絆を強く感じていた人、遊びの熱中度が高
かった人ほど社会を生き抜く資質・能力が高い傾向



● 子供の頃の体験が成長に及ぼす影響 （当機構調査結果より）

分析例

※ その他の項目×へこたれない力／自己肯定感／意欲／コミュニケーション力
でも同様の傾向

③人間関係。子供の頃、親や先生、近所の人とのかかわりが多かったひとほど社会
を生き抜く資質・能力が高い傾向



● 子供の頃の体験が成長に及ぼす影響 （当機構調査結果より）

「社会を生き抜く力」＝いわゆる非認知的能力



「発達段階に応じた望ましい体験の在り方に関する調査研究(中間まとめ)」（2020年3月公表）

・ 実施主体：国立青少年教育振興機構
・ 分析対象：当機構がこれまでに行ってきた11件の調査研究結果
・ ウェブサイトで公開中。

http://www.niye.go.jp/kenkyu_houkoku/contents/detail/i/144/

②体験を通じて育成したい資質・能力の体系化（p.p.8-9）

③多様な体験を土台とした子供の成長を支える環境づくりの視点と考え方（p.10）

本報告書から読みとる３つのポイント

①多様な体験を土台とした子供の成長を支える環境（p.7）

● 発達段階に応じた体験の重要性 （当機構調査結果より）



①多様な体験を土台とした子供の成長を支える環境

● 発達段階に応じた体験の重要性 （当機構調査結果より）



● 発達段階に応じた体験の重要性 （当機構調査結果より）

②体験を通じて育成したい資質・能力の体系化（p.p.8-9）

①体験を通じて育成したい資
質・能力の体系化（左表）

②子供の成長を支える体験の
体系化

ふたつの体系化の試み



● 発達段階に応じた体験の重要性 （当機構調査結果より）

③多様な体験を土台とした子供の成長を支える環境づくりの考え方と視点（p.10）

●「体験する」ということの考え方

●発達段階に応じた望ましい体験を考える視点

「体験」 ＝ 「活動」「行為」

＝ 「活動」「行為」 ⇒ 「感情」（喜怒哀楽等）
「気づき」 （発見等）
「学び」（理解する、出来る等）

活動・行為の先にあるもの
対象の発達段階に応じて異なる

ここまでを含めた一連の流れが体験

行動するプログラムから
考動するプログラムへ

～感染防止対策による活動内容の制限、場や機会の減少という与件の下で効果的なプログラムを検討する考え方と視点～



本日のふりかえり

●緊急事態宣言下の子供たちの健康と生活の質 （国立成育医療研究センター報告書より）

●身体的健康の低下傾向がみられている。
●7割の子供たちに何等かのストレス傾向がみられている。

●子供たちの体験機会の逸失 （当機構調査結果より）

●公的機関による体験の場や機会が激減した。
●オンラインや関節的な体験は提供されているものの直接体験が少ない。

●子供の頃の体験が成長に及ぼす影響 （当機構調査結果より）

●体験の多寡だけではなく、その質、人との関わりが影響を及ぼす。
●体験の量・質・関わりの３つが相互に関係しながら成長に影響を与える。

●発達段階に応じた体験の重要性 （当機構調査結果より）

●発達段階に応じた体験を提供することが大切。
●「体験」の「活動」「行為」に留まらず、その先にある「心の動き」に留意することが大切

Withコロナ時代の体験活動への制約は与件として受け止めるしかない。
しかし、子供たちの成長は日々続き、直接体験の場や機会は求められる。



各団体が示しているCovid-19に関する取り組み例

オートキャンプ場における新型コロナウイルス対応ガイドライン
（一般社団法人日本オートキャンプ協会）

夏の自然体験活動・キャンプ事業に関する実態調査
（公益社団法人日本キャンプ協会）

新型コロナウィルス感染症（COVID-19）に対応した環境教育活動に関するガイ
ドライン（ver.2） （一般社団法人日本環境教育学会）

新型コロナウィルス感染症拡大防止に対応した利用者受け入れガイドライン
（国立夜須高原青少年自然の家）

など


